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医療安全管理対策研修会 

 
感染対策の日常業務を振り返る良い機会に 

 

 

 尼崎支部は 10 月 18 日、尼崎市商工会議所 501 会議室で医療安全管理対策研修会を開催した。兵庫県

立尼崎総合医療センター・感染管理認定看護師の大迫ひとみ氏が「with コロナ時代の外来における感染

対策アップデート」をテーマに講演し、医師・歯科医師、看護師、歯科衛生士など 17 人が参加し、学習

した。綿谷支部長が司会を努め、参加者を激励するとともに、診療報酬改善署名への協力も訴えた。 

 

 大迫氏は冒頭、新型コロナウイルス感染症において致死率が高かった初期から５類感染症へ移行する

までの経過を振り返りながら、新興感染症への対策は変化していくことを解説。 

パンデミックを経て、コントロールできるヘルスネットワークの必要性、社会全体に感染予防の認識

が広がったと述べ、感染予防が「適切」に実施されているかが重要になっていると指摘。「適切」という

のは「不足なく、過剰でもない」ことであるとした。 

外来領域での感染管理の基本的な考え方として、感染症の基本概念や感染経路別対策を詳しく解説。
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17 人が参加し、自院での対策を見直す機会となったと好評を得た 
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外来診療で手指衛生が必要なタイミング、器具洗浄・消毒

の流れや洗浄するシンク周囲の環境整備、次亜塩素酸ナ

トリウムの保存方法など日常的に注意すべきポイントを

わかりやすく説明した。 

 その後、参加者全員で正しい防護エプロン、手袋の脱着

などを実地で体験。蛍光液をつかって菌がどこにどのよ

うに付着するか、脱着の仕方によってリスクを減らせる

ことを実際に確認しながら説明した。 

 大迫氏は最後に、コロナ禍における尼崎総合医療セン

ターでの自身の経験を踏まえた教訓を紹介。「私たちは医療者だが、患者さんがいて医療者になること

を忘れてはいけない」、「同じことは起こらないが、同じようなことは起こる」と呼びかけ、医療者の心

構えも含めた日常からの備えや、地域連携の重要性などを訴えた。 

 

 

 

 不織布マスクが、他の布マスクと比べると結果

として効果が目に見える形で表れていて理解し

やすかった。患者さんが持っている病原体、感

染症から医療従事者の自分達が感染しない為に

も標準予防策が大切になってくると学べた。【看

護師】 

 経路別で予防していくのがとても大切なことを

改めて理解しました。消毒やシンク周囲の環境

整備をできていない部分もあったので今日学ん

だことを意識して実施していきたいです。【看護

師】 

 適切な手指衛生、器具・器材の処理をおこなう

ことにより感染リスクを下げることができるた

め、今後意識していこうと改めて思いました。

医療機関の中での役割、地域連携を通してパン

デミックに対応していたことがわかりました。

【看護師】 

 研修を通して当院で出来ていない感染対策・予防に気づくことができた。例えばシンク周囲に物を置

くとアウトブレイクのリスクが高まる。これを機に無くしていけるようにしていきたい。また、改め

てエプロンの脱着方法でどこを触ればリスクがへるのか認識できた。【看護師】 

参加者の声 

１ 

尼崎総合医療センターの大迫ひとみ氏が講演（左） 

綿谷支部長が司会務め、参加者を激励（右） 

参加者からも積極的に質問が出された 
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協会未入会のお知り合いの先生、ご子弟に 

協会への入会を是非おすすめください！ 

 標準予防策における手指衛生の重要性、あたりまえの事なのだがいかに大切かをあらためて理解出来

た。【歯科医師】 

 当医院でもコロナ以降でも未だ多少の感染対策はやっております。コロナがなければ感染対策はここ

までやっていなかったと思います。【歯科衛生士】 

 グローブは１日何十枚も脱着するので、とても勉強になりました。【歯科衛生士】 

 次亜塩素酸ナトリウムは遮光しないといけないのは知らなかったので勉強になりました。改めて医院

での感染対策の見直しなどをしていかないとだめだなと思いました。【歯科助手】 

 普段から気を付けていることでも再度学ぶことで、初心にかえることができました。患者様がいて私

たちは医療者になれる、それを忘れずに日々最善をつくしていきたいと思います。【受付事務】 

 洗浄がとても重要である事、シンク周囲の環境整備など考えさせられる事が多かった。ＰＰＥ実演出

来てよかった。【看護師】 

 感染対策を成功に導くために「何を行うか」と「どう行うか」は常に大切になってくると思います。

感染対策に関して以外でももう一度ふりかえり考えさせて頂ければと思いました。【看護師】 

 洗浄が大事なことは知っていましたが、洗うためのシンク周囲の重要性に気づくことができて大変有

意義でした。【看護師】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尼崎支部ニュースへの投稿を募集しています 

日常診療にかかわることや、主張、 

趣味のお話などお寄せください。 

TEL：078-393-1817 ／ FAX：078-393-1802  

e-mail：ishida-c@doc-net.or.jp 担当：石田まで 

協会は 10 月から「秋の組織強化月間」「共済普及期間」に取り組んでいます。 

 ぜひお知り合いの開業医、勤務医、またご子弟などをご紹介いただきますよ

うお願いします。 

 また、共済普及期間にあたり、新規のご加入はもちろん、すでにご加入の先

生も増口・増額をご検討ください。 

お問い合わせは 納富・石本・石田 ☎078-393-1840 まで 

 

３ 
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クレーム対応と応召義務、ネットの口コミ対応、雇用関係のトラブルなど、

医療機関の診療や経営では様々な問題に遭遇する可能性があります。 

尼崎支部では、協会「保険診療法制研究会」に参加し、『医師・歯科医師の

ための知っておきたい法律知識』のご執筆にも参加された藤田洋介弁護士を

お招きし、医療機関で日常的に起こりうるトラブルについて、法律を踏まえ

た対応のポイントを解説いただきます。 

終了後には講師を囲んでの懇親会もございます。ぜひご参加ください。 

－お問い合わせは TEL：078-393-1840 尼崎支部担当 納富・石田・石本まで－ 

 

 参加お申込み FAX 返信：078-393-1820 

 

□ 会員懇談会 (  )人   □ 懇親会 （  ）人 

医療機関名（                    ） 

会員ご氏名 （        ） 電話（           ） 

日 時： 12 月 11 日（木） 17 時～18 時 

場 所： 塚口・ライクスホール コミュニティルーム 
（塚口町１丁目１５−８ いかりビル塚口 3階 「阪急塚口駅」北口より徒歩 2分） 

講 師： 藤田 洋介 弁護士（神戸花くま法律事務所） 

参加費： 無 料 

終了後懇親会（愛連 塚口店 参加費 7000 円） 

当日聞きたいトピックや質問事項がありましたらお寄せください 

兵庫県保険医協会尼崎支部 会員懇談会のご案内 

４ 


